

第３９回九電旗少年（キレイライフプラス）軟式野球大会菊池郡予選
要　　　　　項
　１　目的　　　　健全なる少年達の育成と技術の練磨並びに親睦を図ることを目

                  的とする。

　２　主催　　　　　九州電力株式会社　　
　３　主管　　　　菊池郡軟式野球連盟
　４　共催　　　　菊池郡市中学校体育連盟

　５　日時　　　　令和３年４月１７日（土）１８日（日）
　　　　　　　　　監督会議（抽選会）4月１３日（火）午後7時
　６　会場　　　　大津町民グラウンド・高尾野公園グラウンド他
　　　　　　　　　雨天等で期日が変更になった場合は、会場変更の可能性もある
　７　参加料　　　１２，０００円
　８　参加資格　　①　熊本県内に居住し菊池郡支部に登録している者、熊本県

                    軟式野球連盟に登録しているチームであること。　　　　　　　　　　　  
　　　　　　　　　②スポーツ安全障害保険に加入し保護者承諾書が取れている事

　９　チーム編成　監督１名、コーチ2名以内、選手20名以内

　　　　　　※背番号は監督30番・コーチ29番・28番主将１０番とし、選手は0

　　　　　　　番から99番とする

　１０　使用球　　　全日本軟式野球連盟公認球（ケンコーM号ボール）
　１１　競技規則２０２１年度全日本軟式野球連盟規則及び少年野球取り決め事項　

                  並びに本大会の申し合わせ事項を適用する。　　　　　　　　
　１２　試合方法　　   ①　試合は7回戦とする。
　　　　　　　　　②　試合時間は1時間30分とし、経過後は新しいイニングに入らない。ただし、優勝戦は除く
　　　　　　　　　③　7回完了又は1時間30分を経過しても同点の場合は特別延長戦（タイブレーク）を最大２回まで行い、２回を完了しても決着　がつかないときは、出場選手9名の抽選で勝敗を決定する
　　　　　　　　　　　時間内延長は行わず即、特別延長戦に移る。
　　　　　　　　　　　但し、決勝戦は勝敗が決するまで特別延長戦を繰り返す
　　　　　　　　　④　特別延長戦（タイブレーク）は、無死１・２塁の状態にして、継続打者で行い、走者はその前の打者とする。
　　　　　　　　　⑤　コールドゲームは5回以降7点差とする。ただし、優勝　　戦は5回以降10点差の場合は適用する。
　　　　　　　　　⑥　タイムの要求は、守備側のとき３回以内、攻撃側のと　　き３回以内とする

　　　　　　　　　タイブレーク戦は攻撃側も守備側も１イニングに1回
　　　　　　　　　　選手の交代はカウントしない

　　　　　　　　　⑦　投手制限について

　　　　　　　　　　　投手は１日１００球までとする。

　　　　　　　　　 　試合中１００球に到達した場合はその打者が完了するま

　　　　　　　　　　　でとする。
　　　　　　　　　
　１３　審判員　　　菊池郡軟式野球連盟の公認審判員で行う。

　　　　　　　　　　　チームに依頼する場合もある。

　１４　留意事項

　　　　　　　　※　試合中を問わず、監督・コーチ等による指導と称した身体的

　　　　　　　　　　暴力、威圧的暴言を厳重に禁止する。

　　　　　　　　　　試合中、主催者または審判員により暴力と判断された場合は

　　　　　　　　　　即退場処分とし、後日ペナルティを課す。

　　　　　　　　　　また、暴言と判断された場合は厳重注意を行い、なおも繰り

　　　　　　　　　　返された場合は、退場処分とし後日ペナルティを課すことも

　　　　　　　　　　ある　　　　　　　

　　　　　　　　　①　雨天中断の場合は30分待機。その後は主催者役員、審

                    判員で協議し決定する。　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　試合成立は5回とし、降雨コールドゲームを適用する。
　　　　　　　　　　5回以前に中止になった場合、又5回を過ぎて同点で中止にな

                    った場合は特別継続試合を行う。

                    但し、決勝戦は再試合とする                                 
　　　　　　　　②　試合中の抗議は監督に限る。
　　　　　　　　　　審判員の判定が規則の適用を誤って下されたとき

　　　　　　　　　③　ベンチは若番を一塁側とする。
　　　　　　　　④　監督・選手はみだりにベンチを離れることはできない。
　　　　　　　　⑤　オーダーの交換は、先攻・後攻を決めるトスを行うときに行

                    う。試合開始の40分前、2試合目以降は4回終了時　　　　　　　　　
オーダー用紙は4部持参（連盟が用意します）
　　　　　　　　⑥　試合のスピードアップ
攻守交代は駆け足でスピーディに
投球を受けた捕手は速やかに投手に返球すること。あまり
インターバルが長かったり無用な牽制球が度を過ぎるとペナルティを課すことがある（12秒ルール・やまなり牽制球）
内野間転送
　1回表・裏は投球練習後、及び１死・２死後の転送出来る
　2回以降は投球練習後だけ出来る。
イニングの合間（攻守交代時）の１０人目選手による　　    キャッチボールは認める。

攻守交代時、守備側選手は必ず3死の最後のボールを投手板上に置いてベンチに戻ること（転がさないこと）
打者は速やかに打者席に入り打者席内でサインを見ること
タイムの要求は守備側3回以内、攻撃側3回以内とする
　捕手又は内野手が投手の所へ行っているとき、監督が行ったときは、それぞれ監督１回、選手１回とする。

⑦　複合（複数材質）バットの制限はない（使用可）
⑧　素振り用鉄パイプ及びバットリングの使用は禁止する（マ　スコットバットの使用可）
　　　　　　　　　⑨　　ベンチに入れるのは、登録された監督、コーチ、選手20  　　　　　　名以内とする。但し、学校代表者・部長は入場できる。
⑩　ヘルメット（両イヤーラップ付き）は危険防止のため着用　する。（打者・次打者・走者・ベースコーチ)                  キャッチャーはマスク（スロートガード付き）、レガース、補手用ヘルメット、プロテクター・ファールカップを着用する。（投球練習の時も　着用する）すべて全軟（ＪＳＢＢ）公認のものを使用する事

※新意匠への使用球の変更及び高校における練習試合時の死亡事故等を踏まえ、複数の審判員による試合開始前の用具の点検等の徹底を図るとともに、試合会場内での無秩序な素振り等に対しても、事故防止のため厳格に対応する。

　併せて試合中の危険行為、アンフェアな行為等についても

　躊躇なくペナルティ等の適用を行い、選手の安全確保の徹底を図る。

⑪　監督は２０歳以上の成人に限る

⑫　監督・コーチは選手と同一のユニホーム・スパイクを着用すること

　　監督・コーチ・選手のユニフォームのズボンはふくらはぎ

　　が見えるように上げること

⑬サングラスについて

　健康上の理由からしても形・色等を問わず使用を認める。

　ただし、投手の使用については、打者への配慮から、現状どおりサングラスを禁止する。

１５　その他
開会式・閉会式は行わない。
表彰
　　　優勝・準優勝＝賞状
　　　優勝戦会場で試合終了後表彰式を行う。
　　　　　　　　　　本大会優勝チームは、5月８・９・1５・1６・2２・２９日　　　　　　　　　　　　　　　　　       

　熊本市で行われる県大会に菊池郡代表として出場する
　　　県大会申込締切日　４月２７日（火）

　　　監督会議（抽選会）４月２９日（日）１５時～

　　　　　　　　　　　　於　九州電力熊本支店会議室

　　　県大会優勝チームは第３９日回全日本少年軟式野球九地

　　　区大会（７月３～４日　於熊本県）に出場する。

　　　　　　　　　③　試合球・オーダー用紙は連盟で用意します。
　　　　　　　　　④　相手チーム・審判員・観衆等に方法の如何を問わず、悪口　・暴言等は絶対禁止する。
　　　　　　　　　　　激昂のあまり審判員・役員・相手チームに手を掛けたら

　　　　　　　　　　　直ちにその選手及び監督の属するチームは失格とする

　　　　　　　　　　　（応援団も含む）

　　　　　　　　　　　そのチーム及び選手は今後大会の出場は一切認めない

　　　　　　　　　⑤　鳴り物による応援は禁止する（鐘・太鼓・笛・バケツ・ペ　　ットボトル等）
　　　　　　　　　⑥　来たときよりも美しく。ベンチや応援席付近は必ず清掃し　　て帰ること。
　　　　　　　　　試合終了後両チームは全員で内野グラウンドを整備するこ　　と

　　　　　　　　　⑦　雨天連絡、その他大会に関する問い合わせ・連絡は下       　　　記大会担当までお願いします。
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大　会　担　当
　郡軟野連事務局　　　上田　忠幸　　　携帯090-3882-8365
　郡連盟審判部長　　　相馬　務　　　　携帯090-4518-6798

　郡連盟少年部長　　　戸高　満　　　　携帯090-4980-8139
　郡連盟理事長　　　　緒方　伸一　　　携帯090-6778-5605




